
ナターシャ・グジー（歌・バンドゥーラ）
ウクライナ生まれ。６歳のとき、1986年４月26日未明に父親が勤務していたチェルノブイリ原発で
爆発事故が発生し、原発からわずか3.5Kmで被曝した。
その後、避難生活で各地を転々とし、キエフ市に移住する。
ウクライナの民族楽器バンドゥーラの音色に魅せられ、８歳の頃より音楽学校で専門課程に学ぶ。
1996年／1998年、救援団体の招きで民族音楽団のメンバーとして２度来日し、全国で救援公演
を行う。
2000年より日本語学校で学びながら日本での本格的な音楽活動を開始。その美しく透明な水晶
の歌声と哀愁を帯びたバンドゥーラの可憐な響きは、日本で多くの人々を魅了している。
2005年７月、ウクライナ大統領訪日の際、首相官邸での夕食会に招待され、演奏を披露。
コンサート、ライブ活動に加え、音楽教室、学校での国際理解教室やテレビ・ラジオなど多方面
で活躍しており、その活動は教科書にも取り上げられている。
2016年7月、これまでの活動が評価され、外務大臣表彰を受ける.

小関基之（ピアノ）
1973年、千葉県我孫子市生まれ。法政大学文学部哲学科卒業。
Ann Music School ピアノ(ジャズ専攻)科卒業。
クラシックピアノを河野智恵氏に師事、ジャズピアノを欠田芳憲氏に師事。2007年、ジャズピアニ
スト・Christian Jacob 氏からテクニック指導を受ける。
大学では西洋哲学を専攻した後、音楽専門学校に進み音楽理論、ジャズピアノ奏法を体系的に
学ぶ。以降、ソロはもとより様々なバンドなどでの演奏活動を開始する。東京ディズニーシー内アト
ラクション内での演奏や、大手有名ホテルでの演奏も数多くこなす一方、チェルノブイリ原発で被
災し日本で活動を行っている歌手ナターシャ・グジーのコンサートでのピアノ伴奏も務めている。
2006年、愛聴していたヨーロッパピアノジャズを手本に、自身のピアノを洗練させるべく、ピアノトリ
オ“mot_trio”を立ち上げ、活動を開始する。
2010年には念願の初アルバム"Pieces of New Aeon"を自らプロデュース・制作し、多方面からの
評価を得ている。

本催事は、政府・文化庁ほか関連団体のガイドラインに則り、入場率100％を前提として開催されます。
※今後の情勢により席数が変動する場合があります。

主催者からのお願い

①風邪のような諸症状のある方 、または体調が優れないと判断した場合。同様にご家族など周囲に風邪症状のある人がいる場合。
②過去 2 週間以内に発熱や風邪症状が確認された場合。
③当日体温測定を行い、37.5 ℃以上または平熱比を１℃以上超過する場合。
※①～③に該当し止むを得ずご来場いただけない場合、チケット料金は後日ご返金致します。

①入場時に検温・手指消毒のご協力をお願いしております。お時間に余裕をもってご来場ください。
②館内での常時マスクの着用をお願いするとともに、私語並びに公演中の声援・歓声等の発声は、出来る限りお控えください。
③咳エチケットや開場時・休憩時の手洗いなどをお願いいたします。
※感染状況によっては政府、自治体の要請により、本公演が中止・変更となる場合、対応も含め、必ずご連絡いたします。

下記項目に該当する場合、参加をお控えください

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うご案内とお願い

ウクライナの民族楽器「バンドゥーラ」
ギリシャから伝わったウクライナを代表する民族楽器で、60本を超える弦をもつ。

椅子に座り、ひざの上に抱えて両手で爪弾いて演奏する大型楽器で、音色はチェン

バロに似ている。また重さは８キロ程度あり、形状は日本の琵琶に似ている。琵琶と

同様、昔は盲目のバンドゥーラ奏者も多く演奏したといわれる。ウクライナでも、近年

は手に入りづらい貴重な楽器となっている。

＜寄付先：在ウクライナ大使館＞
皆様からお預かりした入場料(税抜分)は在ウクライナ大使館に全額寄付いたします。寄付金の使途に関しては、人道支援にあたる、

避難者の生活支援、インフラ復旧、医療品の確保、病院や学校、住宅の再建などに充てられるとウクライナ大使館が声明を出して

います。


